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日
蓮
聖
人
の
ご
生
涯
（
二
） 

住
職 

谷
川
寛
俊 

 

先
月
号
の
続
き
・
・
・ 

  
 

４
０
歳 

伊
豆
法
難
（
四
大
法
難
の
２
番

目
の
法
難
） 

 
 

鎌
倉
街
頭
で
の
辻
説
法
中
、
幕
府
の
命
に

よ
り
由
比
ヶ
浜
か
ら
、
伊
豆
の
国
（
静
岡
県
）

伊
東
へ
流
さ
れ
る
も
、
漁
師
舟
守
弥
三
郎
夫

妻
に
よ
り
助
け
ら
れ
る
。 

 

４
３
歳 

小
松
原
法
難
（
３
番
目
の
法
難
） 

 

伊
豆
・
伊
東
の
流
罪
を
赦
（
ゆ
る
）
さ
れ
、
鎌

倉
に
戻
り
、
翌
年
母
の
お
見
舞
い
の
た
め
、

故
郷
（
千
葉
県
小
湊
）
へ
帰
る
途
中
、
地
頭

の
東
条
景
信
ら
の
念
仏
信
徒
の
襲
撃
を
受

け
、
弟
子
一
人
殺
さ
れ
、
自
ら
も
眉
間
に
傷

を
受
け
た
が
、
こ
こ
で
も
一
命
を
取
り
止
め

ら
れ
る
。 

 

４
７
歳 

再
び
「
立
正
安
国
論
」
を
幕
府

に
献
上 

 
 

蒙
古
（
も
う
こ
＝
モ
ン
ゴ
ル
）
の
使
者
が

来
日
し
た
こ
の
年
、
自
分
の
予
言
が
的
中
し

た
と
し
て
、
時
の
執
権
（
現
・
総
理
大
臣
）

北
条
時
宗
に
再
び
『
立
正
安
国
論
』
を
献
上 

 

         

す
る
。
更
に
幕
府
や
、
他
宗
の
代
表
者
１１
ヶ
所 

に
書
状
を
送
り
ま
し
た
。そ
の『
立
正
安
国
論
』 

の
内
容
は
、「
な
ぜ
こ
の
日
本
国
が
乱
れ
、
政
治 

も
乱
れ
、
人
心
も
乱
れ
、
し
か
も
時
の
天
皇
ま 

で
も
島
流
し
に
遭
う
と
い
う
前
代
未
聞
の
様
相 

を
呈
し
て
い
る
の
は
、
正
し
い
教
え
が
示
さ
れ 

て
い
な
い
が
為
で
あ
る
！
」
と
。 

そ
の
こ
と
を
討
論
し
た
か
っ
た
の
で
す
。 

 

５
０
歳 

龍
口
法
難
・
佐
渡
流
罪 

 

結
果
的
に
は
、
幕
府
ら
か
ら
の
一
方
的
な
討

論
拒
否
。つ
い
に
は
無
実
の
罪
で
捕
ら
え
ら
れ
、

あ
の
有
名
な
龍
口
で
の
首
を
刎
ね
ら
れ
ん
と
い

う
四
大
法
難
の
中
で
も
最
大
の
法
難
を
被
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
蓮
聖
人
は
力

強
く
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
「
法
華
経
の
行
者
は
必

ず
守
ら
れ
る
」
と
。
そ
の
御
言
葉
の
通
り
、
無

事
に
一
命
を
取
り
止
め
ら
れ
、
死
刑
は
中
止
。

幕
府
は
日
蓮
聖
人
の
命
を
取
る
事
が
出
来
ず
、

つ
い
に
島
流
し
と
い
う
暴
挙
に
出
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

５
１
歳 

佐
渡
で
の
日
々 

 

佐
渡
で
は
当
初
、
墓
地
の
そ
ば
に
建
つ
、
塚

原
三
昧
堂
（
つ
か
は
ら
さ
ん
ま
い
ど
う
）
と
い
う
あ
ば

ら
小
屋
で
の
生
活
で
、
周
辺
の
念
仏
信
徒
と
法

論
を
戦
わ
す
日
々
を
過
ご
さ
れ
、『
開
目
抄
』
や 

 

            

『
観
心
本
尊
抄
』
と
い
う
、
最
も
大
切
な
書
物

を
著
述
さ
れ
る
。 

 

５
３
歳 

身
延
入
山 

 

当
時
、
佐
渡
ヶ
島
に
流
さ
れ
て
許
さ
れ
た
者

は
な
く
、
時
の
順
徳
天
皇
さ
え
も
戻
る
こ
と
は

出
来
ず
、
佐
渡
に
お
骨
を
埋
め
ら
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。 

幕
府
は
日
蓮
聖
人
の
あ
ら
ゆ
る
予
言
（
蒙
古

襲
来
・
飢
饉
（
き
き
ん
）
・
疫
病
（
え
き
び
ょ
う
）

等
）
が
的
中
す
る
た
め
、
恐
ろ
し
く
な
り
、
死

な
せ
て
は
な
ら
ぬ
。
生
き
て
本
国
へ
帰
す
よ
う

に
と
、
流
罪
が
許
さ
れ
、
鎌
倉
に
戻
ら
れ
た
日

蓮
聖
人
は
、
三
た
び
幕
府
へ
『
立
正
安
国
論
』

を
献
上
す
る
も
、
ま
た
し
て
も
却
下
さ
れ
る
。 

 

国
の
安
泰
を
祈
り
、
人
々
を
救
う
（
正
法
）

を
受
け
入
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
仕
方
が

な
い
と
当
時
の
執
権
を
哀
れ
み
、
信
者
の
波
木

井
実
長
公
の
お
招
き
に
よ
り
、
身
延
山
に
入
ら

れ
、
弟
子
、
信
者
の
教
育
に
当
た
ら
れ
る
。（
現

在
の
日
蓮
宗
総
本
山
・
身
延
山
久
遠
寺
の
始
ま

り
）。 

   

 

６
１
歳 

池
上
に
て
入
滅 

 

９
年
間
住
み
慣
れ
た
身
延
山
で
の
生
活
も
、

や
が
て
年
老
い
て
病
弱
に
な
り
、
弟
子
・
信 

者
の
勧
め
も
あ
り
、
常
陸
の
国
（
茨
城
県
） 

に
湯
治
療
養
に
向
か
わ
れ
る
途
中
、
武
蔵
国 

（
東
京
）
池
上
邸
に
て
、
１０
月
１３
日
朝
８ 

時
１５
分
頃
、
６１
年
の
波
瀾
万
丈
の
御
生
涯 

を
終
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
大
地
が
震
動
し
、

季
節
外
れ
の
桜
の
花
が
咲
き
誇
っ
た
と
伝
え 

ら
れ
た
。 

こ
の
よ
う
に
日
蓮
聖
人
は
、
正
し
い
法
を 

立
て
て
国
を
安
泰
に
す
る
（
立
正
安
国
）
た 

め
命
懸
け
の
大
変
な
御
一
生
を
送
ら
れ
た
こ 

と
を
私
達
弟
子
・
信
者
は
心
に
と
ど
め
、
守 

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

大
聖
人
の
思
い
と
、
考
え
を
、
も
う
一
度 

深
く
知
る
事
に
よ
り
、
明
年
お
迎
え
す
る
御 

降
誕
８
０
０
年
に
対
す
る
御
報
恩
に
謝
し
た 

い
と
思
う
次
第
で
す
。 
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